
リコール届出日 ： 平成２３年　４月 ８日

2737

 無し

車名 型式 通称名
リコール対象車
の台数

備       考

日立 ＫＤＮ－HＳ６８ ＺＷ８０ 　① 40台
40台 　② 40台

日立 ＫＤＮ－HＳ６８ ＺＷ８０ 　①　 5台
5台 　②　 0台

TCM ＫＤＮ－Ｓ６８ ＺＷ８０ 　① 51台
51台 　② 51台

TCM ＫＤＮ－Ｓ６８ ＺＷ８０ 　①　 2台
2台 　②　 0台

日立 ＫＤＮ－HＳ６９ ＺＷ９０ 　①　 6台
6台 　②　 6台

TCM ＫＤＮ－Ｓ６９ ＺＷ９０ 　① 17台
17台 　② 17台

(計：4型式） （計：2車種） 合計121台 　①121台
　②114台

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

平成22年 8月19日～平成22年 9月 3日

平成21年 9月 3日～平成22年 9月 3日
(製作期間の全体の範囲）

問合せ先： 日立建機㈱生産調達統括本部

　　　　　　　 品質保証センタ　サービスＧ

Tel　　　　：  ０２９７－６４－２３７６

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性能の
状況及びその原因

不具合の部位（部品名）

　　　　　　

平成21年10月23日～平成22年 5月19日

平成21年10月 6日～平成22年 7月23日
S69-00101～S69-00142

平成22年 8月23日、平成22年 9月 3日

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

リコール届出番号 平成２３年　４月　８日

届出者の氏名又は名称

リコール開始日

①走行装置において、前車軸を車枠に固定しているＵボルトの強度が不十分なた
め、作業時の振動等により、当該Ｕボルトに亀裂が入る場合がある。そのため、その
ままの状態で使用を続けると、Uボルトが折損し、最悪の場合、前車軸がずれ走行不
能になるおそれがある。

②制動装置において、マスタシリンダ内の部品に異品が組み付けられたため、駐車
ブレーキ作動中にブレーキペダルを数回踏み込むと、踏み代が増大する場合があ
る。　そのため、最悪の場合、主ブレーキの制動力が低下するおそれがある。

①走行装置（Uボルト）
②制動装置（マスタシリンダ）

　日立建機株式会社

　代表執行役　　木川　理二郎

改善措置の内容

不具合件数

発見の動機

事故の有無

①全車両、前車軸を車枠に固定していたUボルト、ナット及びワッシャを取り外し、六
角ボルト、ナット、ワッシャ、プレートの対策品を取り付ける。
②全車両、マスタシリンダを良品に交換する。

① 1件、　　② 1件

市場からの情報による。

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ
せるための措置

S68-00279、S68-00286

平成21年10月 6日～平成22年 7月15日

S69-00107～S69-00141

S68-00280～S68-00287

・使用者に直接電話、またはダイレクトメール等で通知する。
・自動車分解整備事業者への連絡は、使用者を全て把握しているので、周知のため
の措置はとらない。
・対策完了車については、フロントフレームの車両銘板の横にNo.2737のステッカーを
貼り付ける。

リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び

製作期間

S68-00102～S68-00267
平成21年 9月 3日～平成22年 7月23日

S68-00108～S68-00266

連絡先：国土交通省 自動車交通局 技術安全部  

             審査課 リコール対策室 

電話番号：０３－５２５３－８１１１  内線：４２３５３ 

国土交通省 ホームページアドレス：http://www.mlit.go.jp 


